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管
と
な
り
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
見
守
り
・
ふ
れ
あ
い
交

流
活
動
を
展
開
す
る
地
区
社
協

の
新
規
設
立
を
目
指
し
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
は
新
規
設
立
・

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
、

29
年
度
以
降
は
大
塚
地
区
社
協

の
成
果
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
各
総
代
会
と
話
し
合
い
、

新
規
設
立
に
取
り
組
む
。

青
山
義
明
（
自
民
党
市
議
団
）

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
誘
致

に
つ
い
て

問
10
月
１
日
に
「
ぱ
し
ふ
ぃ

っ
く
び
い
な
す
」
が
三
河

港
蒲
郡
地
区
に
初
寄
港
す
る
が
、

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
来
た
際
の

受
け
入
れ
体
制
は
。

答
開
港
50
周
年
を
迎
え
る
三

河
港
蒲
郡
地
区
並
び
に
蒲

郡
市
と
し
て
心
を
込
め
た
お
出

迎
え
、
お
見
送
り
を
し
、
次
回

以
降
の
寄
港
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。
今
後
は
、
他
市
の
状
況

を
調
査
し
、
本
市
と
し
て
の
取

り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

問
三
河
港
蒲
郡
地
区
へ
の
今

後
の
寄
港
の
見
込
み
は
。

答
具
体
的
な
話
は
な
い
が
、

物
流
拠
点
と
し
て
11
号
岸

壁
の
さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
図

る
中
で
、
支
障
の
な
い
範
囲
で

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
に
寄
港
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
誘
致
活
動

を
進
め
て
い
き
た
い
。

登
山
を
含
め
た
観
光
振
興
を

問
五
井
山
頂
上
に
あ
る
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
施
設
の
柵
の
撤
去
に

つ
い
て
伺
う
。

答
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
土
地
の
譲
渡

を
受
け
る
場
合
に
は
、
今

後
の
活
用
方
法
を
検
討
す
る
中

で
、
柵
の
撤
去
も
考
え
て
い
く
。

稲
吉
郭
哲
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

ご
み
屋
敷
対
策
は

問
ご
み
屋
敷
問
題
へ
の
今
後

の
対
応
は
。

答
本
市
の
ご
み
屋
敷
問
題
は

行
政
代
執
行
を
含
む
一
時

的
な
行
政
処
分
で
の
解
決
は
難

し
く
、
原
因
者
の
生
活
支
援
を

含
め
た
総
合
的
な
対
策
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
。
今
後
、
関
係

部
局
で
組
織
す
る
対
策
検
討
会

議
を
立
ち
上
げ
、
連
携
の
仕
組

み
を
整
え
、
条
例
等
の
制
定
も

検
討
す
る
。
ま
た
、
ご
み
屋
敷

化
の
早
期
発
見
や
ご
み
撤
去
後

の
支
援
、
見
守
り
な
ど
で
地
域

の
協
力
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

地
域
住
民
と
の
さ
ら
な
る
連
携

等
の
強
化
も
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
の
存
続
は

問
平
成
33
年
度
以
降
の
存
続

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
蒲
郡
市
、
西
尾
市
と
も
に

名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
は
地

域
の
重
要
な
資
源
で
あ
り
、
名

古
屋
鉄
道
に
よ
る
運
行
の
継
続

が
最
良
だ
と
考
え
て
い
る
。
両

市
で
の
利
用
促
進
が
重
要
で
あ

り
、
32
年
度
ま
で
に
新
た
な
利

用
促
進
策
を
打
ち
出
し
、
33
年

度
以
降
も
恒
久
的
に
運
行
が
続

く
よ
う
知
恵
を
絞
っ
て
い
く
。

広
中
昇
平
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

ク
ロ
ア
ワ
ビ
の
陸
上
養
殖

に
つ
い
て

問
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
か
。

答
蒲
郡
産
ア
ワ
ビ
を
生
み
出

し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
つ

な
げ
た
い
と
の
考
え
で
事
業
を

始
め
た
が
、
目
的
の
ひ
と
つ
で

あ
る
陸
上
養
殖
技
術
の
確
立
は

で
き
て
お
ら
ず
、
事
業
化
は
難

し
い
状
況
で
あ
る
。
一
方
で
、

三
谷
水
産
高
校
生
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
様
々
な
実
験
を
行

い
な
が
ら
ア
ワ
ビ
の
飼
育
技
術

や
知
識
の
蓄
積
が
で
き
、
意
義

あ
る
活
動
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
ア
ワ
ビ
の
陸
上
養
殖
に
関

わ
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
入
学

し
た
生
徒
が
い
る
な
ど
、
入
学

希
望
者
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。

高
齢
者
割
引
タ
ク
シ
ー
制
度
の

利
便
性
向
上
を

問
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
方
に
タ
ク
シ
ー
チ
ケ

ッ
ト
の
配
付
枚
数
を
増
や
す
、

割
引
率
を
上
げ
る
な
ど
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

答
配
付
枚
数
の
変
更
は
可
能

か
と
思
う
。
割
引
率
の
変

更
は
、
料
金
支
払
い
の
際
に
運

転
手
の
負
担
が
増
え
る
た
め
、

タ
ク
シ
ー
会
社
及
び
運
転
手
の

理
解
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

初寄港した大型クルーズ船「ぱしふぃっくびいなす」


